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トマス• ジュファスンの経済思想（1 )

白 弁 厚

1. 思想形成

2， 農業者ジCCファX ン 

3， 農本主義者ジ；11ファスン

思 想 形 成

アメリカ東部を南北に走るA p p a l a c h i a 山系の一部 B l u e  R i d g e 山脈には , 有 名 な S h e n a n d o a h

国立公園があり， シ :Cナンドアの谷を望んだ春秋の崇観は殊に雄大で參しい。 そのあたりがアメリ

力で最も古い植民地の歴史を持つヴァ ジ ニ ア 州 で ，山脈の東側の起伏 }C售 ん だ 棱 地 帯 を p i e d -

mo r t d  (山旗）.地方と .言い， さらにその東侧の海岸に近いあたりを T i d e w a t e r  (沿 舶 地 方 と 呼 び

ならわしている。イギリス人の植民者たちゆ， まず， 1607年 に J a m e s 川 の 川 口 に 近 い と こ も r

J a m e s t o w n を建設し， この命の川を次第に後地帯へさかのぽって西漸運動を展開した。 ジェブ

ァスンの頃には，沿海地方が大西洋経済圏に属し，大プランタ  >-が多く , 貴族的，親英的だゥオ，め

に対し , 丘後地帯においてはプランタ一も小規模で,交通の困難さの故に経済的にも自主独立の気

風が強く，開拓民と接するた 'めにデモクラティ、グクであ，ハた - • , ■
. . ' ‘ ■ . -  

ジェブァスンの曾粗父は，ジェィムズ川を100キロはどさかのぽっナこあたり（州都Richmomlの束）

に住む 11営農であった。祖 父 a 677- m i ) の代になると，ジェファスン家はプランター上昇， 西

漸して土地を求め， さらに西に移った父 P e t e r  J e f f e r s o n  ( 1 7 0 7 - 5 7 )は測量師として成功し/このみ

ならず，その才能と努力によって， ま た 名 家 R a n d o l p h の娘と結婚し信用を増したととによって ,

.民兵中佐 , 郡行政官，治安窗，部選出植民地議会譲員などを歴任した 0 5 0 歳で死んだ時には， 約

7 5 0 0义ィ力 tp 士地と 4 0人はどの奴織を持つまでになづやこので , ジ $ ファスン家はジスィムズ川を因

へさかのぽるにつれて社会的地位も上昇した， と言いうるガあろう。

ジェファズンが生まれた地は，丘棱地帯で , 今 り A l b e m a r l e 都 S h a d w e l lである はことに

"三番目か四番目に入植した" ので, 入植当時は狼の声が問こえるような淋しい所でありたろうが，

>王（1 ) Autobiography o f  Thomas Jefferson, w ith an introduction by Dum as Malone (Capricorn Books, N ‘ 
Y ,), p. 20. , " . ■
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( 2 )
ジ t ププスンは決していわゆるプロンティァ開拓民の子ではなく，れっきとした支配階級の子，プ' 

ランタ• -の子であったこと力;，まず強調されなければならない0 従ってジエファスンの思想を規定 

する第-^の要因は，このプランターという階級, もう少し詳しく言えば，西漸とネに地位が上昇し 

当時の最西端のプランテイシg ンを経営するに至った活動的な中堅プランタ一という階層である。 

父は，奴諫労働の摊取によって得た富を基礎にして郡の政治権力に参加し，しかも開拓民に隣接す- 

ると ころまで進出した " m a r g in a l(周辺）プランター" であった。

ジ :Cファスンは, プランターの支配が次第に自然と融け合う比較的単純な社会に17歳まで育った 

が，長ずるに及んで、隣接する西の開拓者の社会に飛び込むのではなく，逆に東に戻り， リッチモン 

ドの近くでまずスコ、リトランド人W illiam  D o u g la sから古典教まを受け，さらに別の師について 

のち当時の植民地の都W U lia m sb iirgに出て College of W illiam  and M a r y に入学，かくて 

南部植民地における最高の教養-に‘恵まれた。その地位を利して卒業後も最高の知的社交を楽しみえ.

たのだから，まさに "人間の自由に関する彼の偉大な著述を肖能ならしめた閑暇は，三代にわたる，
( 3、

奴諫たちの労働によってまえられた" のである0

ジ フプスンが入った大学は， 1693年創立でアメリカではハーヴァドにつぐ伝統を有するが，当: 

時はこれを運営していたイギジス国教会の勢力が弱まり，合理的な啓蒙思想が広まって新しい時代.

の夜明けを用意していた。科学的な訓練にかけてはハーヴァドとイユイルに匹敵していたといわれ 
(4 )  . -
る。抑にジ ;Cファスンの師となったW iniam  S m a llは，この大学において国教会牧師でない唯一

注（2 ) .."この地域に多くの人が住むようになると，数千ェイ力の土地とそこに働く奴謙を持つ大企業家と，1 0 0エイ力以下 

のi 地しか持たぬ多数の小嚴とのギャップ力’、広がった。これは，イギリス領ゲァジユア流のプロンヲ■ィアで， ピーター 

，ジ- プァスンの.資産と事爱程度の中流の人には自由で開放的だったが，アメリカのプロンヲ■ィアについていつも言：b  
れるような平等イヒ作用とは宾向から対立するものであった0 もし彼の思子がブロンティアの力を感じとったとしても，

もし西部が絶えず彼の.心を浦えたとしても，それはディモクラチィックなフロシティア社会で言ったからではない0” 
Merrill D, Peterson, Thomas Jefferson and the New Nation, a Biography (N. Y . , 1970), pp. 5-6,

"ピータ一は，けっしていわれるような辺境農ほではなく , 勁心と®!気にみちたプランターニジ* ントルンであゥ. 
た。，，富ra说巧トク丈ファメン一— アメリカ独立ホ命—— J , 1961年，P. 27.

- それにもかかわらず，ジフゲスン= 辺境農民，というお伽話がいまだに見られる。たとえぱ,
"辺境開拓者の午であったトマスには，廣挑のための土地に対する関，しと，開拓者生活の自山と自治とがはとんど生 

まれつぎのものであった。それは後ギ，政治家ジモファソンとなってからの活動においても，その主観め因子となって 

'いる。，' 松本ffl治[アメリカ民あ主義思想の原型J, '■世界の名箸3 3 ,フランクリン，ジユププスン，マディソン他，ト 

夕ヴィルj 所収, 1970年，30ペイジ。■ "ジェファソンは，この典型的な辺境開拓者を父にもち，そのきびしい生活態I立と愛情にみちた指尊のもとに成長し 

た。……若きジュファソンは，錄をふるって原生林を開拓し，銀を手にして盤耕にいそしむ生のなかから，土地に対 

する無限の愛着と，フロンティア社会にみなぎる自由と自治の精神を，その人生の基調として身につけていゥた阿 

部行蔵r トマス• ジ艾ファソン r前 如 No. 324, 1971年6 月号。本f f l，j3： ロ，浜林編r進タとiY£命の思想j 西洋編, 

上，1972メギ所収i 90ペイジ。神話はうしてっくられる0 
( 3 、 Richard Hofstadter, Th& American Political Tfadit ion and the Men who made it, 1948, p . 1 9 . ロ富- 

久沿，来昌一訳rアメリカの政治的伝統I -— その形成者たち一一J , 1959ぶら22ペイジ。（訳文は必ずしも邦訳によら 

ない。以下同じ。） .
( 4 )  Richard Beale D avis, Intellectual Life in Jefferson's Virginia (K noxville, 1972), p. 61.
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ジュスグスンの経 済 思 想 ( 1 )

め教師であり，ジプアスンに物理学，？̂而上学，数学，倫理，修辞学，文学などを教え，自由な 

合理的，科学的情神を被に吹き込んだ。ジぶプァスンがのちにあらゆる方面に科学的精神を燃し， 

実験 • 観察 • 発明 • 工夫を続けテこ原動力は，主にこの師から与えられたと考えられよう。またジ工 

プアスンが入学したのはスミスのr道徳情操論J が出版された翌年であり，スモールはスットラ 

ソ ド人であって,当時の大字をめぐる知的環境はスコットランド啓蒙哲学の影響を受けていたと息 

ちれる。ジェフアスンはスモールによってK arn es卿の神学，道徳哲学，法理論を教えられ， 

Shaftesbury 卿や Francis Hutcheson <r> /'moral sense" s c h o o l学派に共鳴じてい■̂6) スモ一 . 

ルについてのga錄は乏しいが，スコットラ：/ ドに帰国後James W a t tの友人になって蒸気機関の 

，改良に協力したと伝えられI)。 -

大学を卒築したジ- プアスンは , 弁護士として，プランターとして，また政治家として，さまざ 

まな経済問題に直面することとなった。まず1767年弁護士となり，当II#シェナンドアの谷に定住し 

-ていた闕拓者たちとプランターとの対立，プランターの土地投機，相;!売権などの問題が，彼の目を 

嚴済に对して開かせ，またそこで接触するさまざまな職業，階層の人たちが,彼に人間を見る服を 

:養わさせたと思われる。 '

そして弁護士となった翌々年，植民地議会議員に当選したことによって，锻の長い政治経服が始 

まった。それは同時に, 砂糖条例，印紙条例，タウンゼンド諸条例と続いた本国議会の課税に対し 

て權[民地が実力を行使し不買同盟を結成して抗争していた時なので，彼の政治経歴は，経済問題を 

契機とする独立. 建国の大事業への輝しい献身となった。そして彼は，立法者として，外交官とし 

て，：また行政責任者として，やや不得手であったにも拘らず,本国の重商主義政策批判からインプ 

'レ, 武器，物資調達，土地制度改革，通商交渉, 公債問題，中央銀行問題，通貨政策，輸出’入統制 

などさまざまな深刻な経済問題を手がけることになり，彼0 とった経済政策のい'くつかは，彼の政 

治的，思想的影響の大きさのゆえに,'今日に至るまでその伝統を及ぼしているのである。 ,

法（5) スモールについてジェフ7 スンはnさ叙伝Jで回想する。"その時，スゴジトランドのウイリアム.スモール博士が数学 

の教技であったということは，まさに私の大きな幸迎であったし，またおそらく私の人生の速命を決めた。彼は広く科 

学の応用面において深い知識を持っており，.人と交流するのに素晴らしい才牌を備え，きちんとした純-上:的なマナーを 
こっけ，そして広い自由な心の持主であった。彼は，私にとっては最も幸せなことに，私り担任になり,大学の灶事 

がない時には私を毎日の話相手としすこ。そして彼との会話から，私は科学の究建およびわれわれれを取り)^く，物の体 

系にっいての母方をあ/めて教えられた。幸いなことに，私が大学に入っXす々 に哲学教授が空廣となり，彼は暫くその 

椅子にっくよう指名された.。そして彼はその大学では，倫理学，修，許学，美文学を正規に講義した最初の人であった。" 
Autobiography, p. 20* ‘ *
スモールは，"他のどの教師よりも，クィリプム，アンド‘* メアリの特徽となるに至った自山な格神に貢献したとい 

われて.さた0" Diimas Malone, Jefferson and his Time, Yol I, Jefferson the Virginian (Boston, 1948), p. 55‘ 
<6).  M. D. Peterson, op, cU., p. 55. Adapi Fergusonの後任として; ディンバラ大学道徳哲学教授となったDugakl 

Stewartと，ジょププスンは後にパリで友人となった。t.Wら，p .ね7* .
< 7 ) R. B. Davis, dp. dt., o. 51. .

21(^629)
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2 . 農業家ジ 0&フプスン

ルネサソス的万能人とも言うべきジCCプアスンの多方面!の活動は周知のことであぅて，思想家，

政治家，哲学者，教W者9 建築家，弁護士，自然科学者，農学者，言語学者, 人類学者，民傑学者，

デザイナー，堯明家などさまざまな面から彼を論ずることができる。し力、し，プランターの子とし

で生まれプランターとして死んだ彼の生话甚盤は，経済的にも精神的にも農業であり，農業は彼の
( 8 )

天職，.農本主義（agrarianism )は波の基本的経済思想であった。 «

彼のプランチイシンの規摸は，長い生涯の間に変動したが，妻の父の財産を相続したりして財

産を増し，大略 1 方キイ力の土地，150人の奴課，650頭ほどの家畜を所有した。主なプランチイシ

ョヤは，A lbem arle 郡で M oiiticello, Tufton, Shadw ell, Lego, Bedford 部で Poplar .Forest,.

Tom ahaw k, Bear C reekである（それぞれの郡で約5000ェイ力ずつ)。所有地はさまざまな地形を持ち,.

大部分森# だが，それでも耕作地は数千ユイカに及び，父の代に倍する規模というのみでなく，彼

はここで実に多方面にわたる生産をま行した。作物としては，とうもろこし，小麦，たばこを生に，

からす爱，大麦，ライ爱，じゃが字，アーチィネォウク，かぼちゃ，豆, クロウヴア，匪麻，大麻 ,

糾1花など，またりんご，桃などの果樹栽培，そのはかつぎつぎと新糖作物の栽培を試みた。また居

住地モンティチ:n ロには，野菜畑や花%)のみならず，製釘所，锻冶屋，指物工場，のこぎり作業場，

耕績，織物の仕事場もあった。シャドウ：ルではニつの製粉所が活動していたし，他に製靴，火酒
(10)

蒸溜, 酸造，抜冗づくり, 製材，炭焼き，桶つくり，食肉保存, たぱこ貯蔵などの作業も行われた0, 

これらは奴諫および職人の手によってなされ，微のプランチイションは，主人の不まや度重なる実 

験のために経済的には成功といえなかったが，プランチイション内の必要物資をはぼま給するほど 

に多角経営を営んだのである。

ジェフアスンは農業に異前な熱情を抱いていた。それがどんなに大きなものであったかは，この’ 

多角経営のみならず，彼のいくつかめ手紙と，農事記録からうかがわれる0 彼はヴアジニアの内外 

を旅行して各地の耕作技術，，作物の糖類，土地使用法などを観察，多くの農学書にも親しんで早く 

から農事に通じていた。しかし独立♦建国の大事業は彼をして, 場から遠ざけ，多忙な政務にかか 

わらしめた。そ し て H a m i l t o n との抗争に疲れ，対仏関係の惡化に悩んでついにウォシントン大:

注（8 ) a g ra r ia n ism の語には，廣業中心主教と士地均分論の二つの意味があり， "ジ: ファソンは， このようなニ性を . 
もつアグレーリアュズムを, 森に休現した最おIの代表的アグレーリアンであった0 " 富111虎 1̂! rジ，ファソンと廣本 

Zll義J, f講座アメリカの文イ匕3 , 機会と成功の夢J , 1%9ゴli所収, 92ペイジ。

( 9 ) モンティチ* ロの化畑はジェフプスンの晚¥ の状態に® 元されていて，合でも訪れる人の目を楽L ませている。 Cf. 
Edwin M. B etts and H azlehurst Bolton Perkins, Thomas J&fferson's Flotvef Ganlen a t Monticello- 
(C harlottesville , IW i).

(10) Thomas Jefferson's Farm Book, w ith  commentary and y^elemat extracts /yarn other w ritings, ed ited  
by Kdwin Morris B etts (N ew  Jersey, 1953), P reface by Betts, pp. v iii- ix .

— 22(ざ5 の
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トマス• ジユフプスンの経済思 想 （1)

統M下の国務長官を薛任したのち，次のように書いている。

"私はヴァジユアへ行く。私ほやゥと来年早々に帰ると決め.ることができた。それで私は， 

嫌な政治の仕事から解放され，私の家族，私の奥場，そし't 私の書物のふところに抱かれるの 

だ。私には, 建築すべき家があり，耕すぺき畑があり,私のために働く人びとの幸福を見守ら 

なけれぱならぬ。"

しかし農場に帰ったのも束の間，再び中央政界に引き出され，多彩な政治経度を2 期に及:ぶ大統 

徹職と共に終ったのち，また次のように書いでいる。 ‘

"私はいつも考えていた。もし天が私に住む場所と天職の選択を許してくれるならぱ，良く 

泡槪され園芸作物の版売に適した市場に近い肥沃の地を私は選ぶであろう，と。私にとっては 

大地の耕作よりも素晴らしい職業はないし，耕作の中でも園芸は最上であ 

彼の農ま記録はニつあり，一つはGar dm  Book (園芸記録)，他ぱ Farm Book ( i 場 記 で ， 

いずれも半世紀以上にわテとる驚くべき克明なもの。アメリカにはそi t 以前にかかる記録はなく，多 

忙な政務のかたわらジユファスンが農業にかけた執念をしのばせるものがある。

r園芸ボ録J は 1766- 1824年秋に.及ぶノー.トで，20.3cm x 1 6 . 2 c m , 158枚のうち33枚に記録され, 

残りは空白のままである。書かれている内容は，園芸観察, 天候, 監 督 （overseers)との契約，道 

や池をつくる計画，洪水の記録，ぶどうの収獲量な'ど多様で，公務でモンティキ^ ロを離れていた 

ための空白も多い。 1784-89年の渡欧期間などももぢろん空白である。しかし今日では, Edwin 

Morris B e t tsのによってノートはすべて活字になり，また園芸に関連する他の手紙， Weather 

Memorandum Book 1 7 7 6 -1 8 2 0などの他め記録類と合わせて編策され，アメリカ哲学協会によ
(14)

って出版されているので，彼の園芸の全貌を容易にうかがうことが.';e きる。

「農場記録J は，「園芸記録」よりも8 年遅れ1774-1826年の農場記録で，正確にはプランチイシ 

g ン，ノートと言•うべきもの。 r園芸記録」とほぼ同じ大きさのノー トで，全部で379ぺイジのうち 

1 7 7ペイジまでが用いられている。二つの記録の区別はあまり厳密ではないが，’こちらは主にアル 

プマール，ぺッドフォド, Campbel l郡のプランテイションの記録で，彼の多種類の記録の中心で 

あり，彼の多角経営の全貌，特に奴謙についての詳しい記録が興味深い。これもべッッの編集にょ

注（11) To Mrs. A ngelica Church, Germantown. Nov. 27,1793, in Jefferson Himself, the personal narrative 
of a many-sided American, edited by Bernard Mayo (C harlottesville, 1942), p. 190..

(め  T o Charles W illson Peale, Aug. 20,1811, in Thomas Jefferson's Garden Book’: ’ 1 7 6 6 -1 8 2 4 , wUh 
relevant extracts from  his other w ritings, annotated by Edwin Morris B etts (Philadelphia,, 1944), p.
X V .

(13) ジュブプスンは死に際して手紙やノー ト額をすべて遗言孰行人である孫のThom as Jefferson R an d olp hに託し 

た。そのうちの公文書親は1848年に政府が買い上げ国会図書館のD ivison of Mmuiscriptisに入っズおり，私的な.资 

料約 70 0 0 点は，189啤にボストンの曾孫Thom as Jefferson C o o lid g eが購入してこれを M assachusetts 
H istorical S o c ie tyに密赠した。r鍵芸記録j と （•廣場記錄j は共にこの中にあり，この協会が所蔵している

( 1 4 ) 注 （1 2 )参照6 全体で700ペイジを越す。 I
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(15)
を写真版が，関速文書，手紙類と共にアメリカ哲学協会から出版され，容易に目にしうる‘

この’ようにジェファスンが農事に精励した時代は，またアメリカの農業全体にとっても，転換期 

であった。イギリス植民地体制のもとで主要産物であったたぱこが，本国の規制と奴謙の価格が上 

がったため利益が少なくなり，プランタ一は他の収入源を求め，また独立によて本国の重南主義

政策から解放されたのちは，特に■内の需要をまかない農業国として先進ョ 一ロ、クパ諸国に伍する
(16)

ために廣業改良を行う必要があった。ジCCブケスンの行ったさまざまな試みは，披自身のプランテ

イション経営のためぱかりでなく，粗雑なたばこ栽培を脱するべき新與アメリ力の要請にもこたえ 

ていたのである。

先ず農機具の改良のために，彼は1793年にスコットランドから真输製め打穀機を輸入しヴァジニ
(17) (18)

プに広めた。またま分で土の抵抗が最も少ない銀!を数理的に設計考案し，その功によって1805年に

フラシスの学会から金メダルを贈られた0 そのほかにも麻をすく仕事を機械化するため，打穀機に
(19)

くしを取りつけ効果を举げるなどさまざまな工夫をしている。

農業経営g 体を改良するためにも，先に触れた多角経営のみならず，奴諫をその適性に応じて配

注( 1 5 ) 注 （10；) 参照。全休で750ペイジを越す。

( 1 6 ) たとえぱジ: ファスンはrヴァジニア覚え# j の質問XX "この州特有の商巢特産物，住民がg — 口ッパおよび世界 

の他の地方から入手しなけれぱならない物品にっいての情報は？"tこ対して, 正而から答えず，たぱこは小麦に転換しっ 

っあり，力りそれが望ましいと，次のように述べてい‘る。

"1758年には，われわれは7 万博のぱこを輪出したが，それはこのヴァジニアで1年問に生産きれた量としてはこ 

れまで最高であった。I；かしたばこの栽培は, この戦争力';始まった当時には急速に減少しっっあり，小麦の耕作がそれ 

にとって代りっっあった。平和の回復後も，たぱこの栽培は減遍し統けるに逢いない。私は，ヴァジユプの気温の変イ匕 

がたぱこに影響するようになゥたのではないかと思っている。たぱこは，良質であるためには，非常な高温を必要とす 

るからである。なおそれ以上にぜひ必耍なのは並はずれた肥沃な土廣であるが，たぱこが市場で得ている価格からして， 

耕作者が肥料を使って生産することは.不可能であろう。たぱこの供給が依然としてヴァジユアとメリランドだけに依存- 
するのであれは’， 耕作がますます困難となるにっれて価格が高騰するために，耕作者がこれらの困難をのりとえて生活 

することも可能となるだろう。 しかし， ミシシッピ川流域の西部地方やジョ一ジアの奥地には，まだ新鮮で肥沃な土地 

が豐富にあり，ここより暑い陽光に恵まれているので，前記2 州より安い値段のたぱこをうちることができるだろうし， 

そうなれぱこの2 州はたぱこ栽培をまったくやめてしまうことを余後なくされるだろう。しかもそれは，この2 州にと 

って幸いな強制ということになろう。というのは，たぱこの耕作は, 限りない悲惨を生み出すからである。これに従事 

するものは，g 然の力がまえうる眼度以上の努力をいっも耍求される。彼らはいかなる独鎮の愈料もはとんど栽培しな 

いので，そういう農園に働いている人や動物は劣悪なお;ねを食べ，土地はたちまち疲幣していくのである。ところが， 

小麦の栽培の楊合には，あらゆる事情がこの逆になる。それは士地を牧草でおおい，肥沃さを保っぱかりでなく，労働 

するものに十分な食料を与-え，収獲期を別とすれば適度め労苦しか必要とせず，お;f働物や役畜を非常に多<育てて， 

すべての人びとに豊かさと幸せとを分力、ち与える。われわれの® ^ では，1000ク;I■イトのたぱこを栽培するよりも100
プゾシ：cルの小變をっくる方が楽であるが, その上っくった時の値段もその方がよい。...........
それでもなおわれわれには, たぱこという農業部門よりもこの小まの方に決定的な優位を与えるような切実な要'求が 

あるのだ。—— 小宏の栽培は牧草地を拡大することになるので, その結:!ftアラビア馬をきわめて禾IJ潤の高い商品にする。 

……以上のことの他にも，たばこの栽培をやめることになった場合にJfi要な代替物になろものはあるだろう。たとえぱヴ 

プジニアの束部では綿花，西部では大麻や亜麻，というように。，，T hom as Jefferson, N otes on the S tate o f  Virgi
nia, edited w ith an introduction and notes by W illiam  Peden (Chapel Hill, 1955), pp. 166-9. 中屋他ー 

訳 2 ^ -3 0 4ペイジ。

(17) Cf. Letter to Jam es Madison, S e p t ,1,1793,
(18) Cf. Letter to Sir John Sinclair, March 23,1798. , ‘
(19) Cf. Letter to George F lem ing, Dec. 29,1815.
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トマス• ジプアスンの経済思想（1)  ，

置し，地力を増すために農地を六つに分けて6 年周期の輪作を試みまた地味恢復のためにさま

ざまな牧草を実験し，紹介普及した。

ジュファスンは，ョ-^ロッパの品種をアメリカに移植するのにも先駆的役割を果たしている。外

交使節としてH — 口ッパ滞在中，彼は廣学者の眼をもって各地の農業や品種を観察し，優れたもの

があれぱ, これをアメリカに導入しようと努力した。たとえば，パリでイタリアのピュモンテ地方

の隐稲がカロライナ米よりも良種であるととを知り，イタリアへ行って種もみを密輸出してサウス
.* (2?''

• カロライナとジョージアに入れ, この地の米作を改良せしめた。また,アメリカにないオリープ

栽培を広めようと樹500本をサウス，力ロライナに•送ったが，とれは失敗に情し(#1〉。家畜の.改良に
. (24)

もつとめ, スペインからはメリノ種羊をアメリカに入れている。

改良は，害虫駆除や播種法など多方面に及んだのみならず，被は農業0 体の設立にも意欲を燃や

し，自ら A lbem arle A gricu ltural S o c i e t y の中心人物となり活躍，広く農業知識の普及に努め

た。当時はョーロッパにおいても支配階級の間に農芸趣味が流行した時代で，ジノファスンも，輪

栽式経営，大経営による農業近代化を説いたA rthur Y o u n gと文通するなど，その一翼を担った
- • (25)

b けである。しかし単なる趣味の域を遥かに服し，科学的な知識♦実験.班究にもとづいてアメリ

力の農業発展に大きな貢献をしたのであって，わが国におけるこの面の先駆的紹介者の一人木村喜

久弥は，上記の点を紹介したあとで，次のようにこれを表現している。

"外国大使や大統領等と多忙な公職生活を送った彼が，以上の如く，業の殆んど全分野に瓦

ゥて顕著な活耀をしたことは，正に驚嘆に値する。……ジェファスンが農業に対し如何に深い

'.愛着を有してゐたかは，彼が大統領就任後も常に自己の職業をr農夫J f a r m e r と書いてゐた

ことからも明かである。 彼は正にアメリカ建国期に於ける典型的な細農であり[アメリカ

農業の父j と称さるべきであらう0"

法(20) C f, Letter to George W ashington, May 14,1794,
(21) Cf. Letter to John T aylor, 1794. T o Jam es Madison, A pril 27,1795.
(22) Cf. L etter to W illiam  Drayton, July 30,1787.
(2 3 )、I b id .および Letter to Jam es .Donaldson, 1813. ,
(24) Cf, Letter to Jam es Madison, May 13,1810,
( 2 5 ) たとえぱrヴプジュア覚え書j の 質 問 "歡山その他の地下資源，樹木，植物，な：：ま等についての情報，，においズ， 

ジ文フプスンはその主なものとして士産の族；P l f f i ,食用35種，装飾用41糖，雄築用26糖,その他イギリス人が最初に 

訪れた時にヴプジ，ュアで発足したもの, m m  • 菜園，果樹圃で躲培される植狗を举げ，'また質問VII,"人類の知識を增し 

うるすベてのことについての情報は？，，に対して，ヴァジュゲの気につき，除水量，気温，風向の観測資料を示した。 

Jefferson, op, d t , ,  pp. 7 3 -8 1 .中屋訳140-152ペイジ。 .
l 804-1806{p.の M eriw eth er，L e w isと W iinam  C la r k の有名な採横を彼が促進した^ 的の一"つは，四部の植物 

を部に持ち帰り移植することであった。 '
( 2 6 ) 木村喜久彌「ジちプアスンと農業J, r三H1学♦雑誌j 42巻7 .  8号，1949年 8 月。
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3. 農本主義者ジュファスン

学者というよりは常に実際家であったジX フプスソは，独立宣言'を始めとする数々の公的な重要 . 

文書，法律案，および2 万！!とも言われる11大な手紙，農事録その他ノ ト類を書き続けながらも， 

まとまった書物を記さなかった。生前に出版された唯一の書は，比較的初期のがりねS 011 the State  

o f V i r g i m a であり，これとても決して体系的なものではなく，ァメリカ13州の地理，人文，産業な 

どを調查すべしというフランス政府の指令を受けた駐米フランス公使館書記官Franび is Marbois 

，侯の質間に答えて，ヴァジニァの諸問題を説明するというかたちをとっている。質問内窓は，州の 

地理，動植鉱物，人口，陸海軍，インディァン，法f取，政治制度，教育, 主党派の処遇，宗教，奴 

，謙制度，歴史書など複雑多岐にわたり，経済に開しては，エ ♦ 商 ，貧息，特産品，輸入品，貨幣制 

度，財政などで，ことでジブプスンの経済思想が，彼め断片的な資料の中では最も包括的に語ら 

れているわけだ。

そ の 中で特に有名なのが国民皆農論とも言うベぎ彼の農本主義であって，質間XIX "工業，商業, 

内外通商の現状は？" に対して次のように書いている。

"ョーロッパの政治経済学者たちは，あらゆる国家は自力による工業生産に怒力すべきだと 

いうことを一っの原理として樹立した。この原理をわれわれは, 他の多くの原理と同じように， 

しばしぱ異った結果を生み出す環境の相違というものを考慮せずに，ァメリカに移入している。 

ョーロッパでは，土地がす.でに耕作しっくされている力、，または耕作者に対して全く閉ざされ 

た状態にある。その結果，杂剩人口を支えるためには，選択によってではなく必耍上，エ樂:に 

頼らざるをえないのである。けれどもわれわれの場合には，農耕民の勤勉を誘う無服の土地が 

ある。だとすると，われわれすべての市民が土地の開発に従事するのが一番いいのだろう力、。 

それとも，市民の半数が農業をやめさせられて，他の半数の人びとのために製造業と手工技芸 

を行なうのが一番いいのだろうか。 もし神が選民を持っとすれば，大地に働く人びとこそ神の 

選民であって，神はこれらの人びとの胸を，確実で純粋な美徳のための特別な貯蔵所として選 

んだのである。’それは神があの聖火.を燃え続けさせる中心点であって，それがなければ聖火は 

地表から消え失せるかもしれないのだ。ま# 作者の大部分が道徳的に腐敗するという現象は，い 

まだかってどの時代にも, またどの国民の間にも実例のあったためしがない。道徳の腐敗は, 

農耕民のように自分たちの生存のために天に頼り自分の士地と勤Mに頼ることをしないで，自 

分の生存のために顯客の不慮の災害や気まぐれに依存しているような人びとに押されたしるし 

なのである。依存は卑屈や金餓本位の考えを生み，美徳の身:を望息させ，野心のたくらみに都 

合のよい道具をっくり出す。このことは，工芸の自然な進展とその当然の結果であって，偶然

— 一 26((?5ィ〉 — 一
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トマス，ジフプスシのfe済思想 (1 ) 、

の環境のおかげでそうなるめが遅らされたととも時にゆあった。しかし一"般的に言えば，どの 

国家においても，農耕民以外の市民階級の総計と農耕民の総計との比率は，その国の不健全な 

部分と健康な部分との比率なのであり，またそれは，その®の腐敗の程度を測る絶好のバロメ 

- • ターである。だから，耕すべき土地をわれわれがもっている限りは，わが市民が仕事台にへ 

ぱりついたり，糸卷竿をくるくる廻したりするのを決して見たがらないょうにしょう。大工や 

石工，餓洽屋は，農耕には含まれない。けれども,製造業を全般的に経営するということにつ 

いては，われわれの作業場をヨーロッパに残レておくことにしょう。食糧と原料をヨーP iタパ 

の労働者たち（w orkm en)のところへ運んでいく方が，被らを食糧と原料のあるこの土地へ連 

れてきて，彼らと-^緒にその習慣や考え方を持ちこんでくるょりは, 望ましいのである。大西 

洋を越えて商品を運んでくることにょる損失は, われわれの幸福と，政治体制の永続というこ 

とで十分r 捕われるであろう。大都市の暴民が，純粋な政治体制の支えを強めることにならな 

いのは，腫物が人間の体力を増さないのと，ちょうど同じょうなものである。一つの共和国か 

生き生きとした状態に保つものは，人民め習慣と精神とである。習慣と精神の堕落は，たちま 

ちにして共和国の法律と憲法の核心にまで食い入る'遣療なのであ(I)ノ，

すなわもことでは，

I ヨーロッパ 既耕，閉鎮的-~>■工業

' 1 アメリカ…， 未彭f , 開放的一>農業 

の地理的*社会的差が強調され，雨者をへだてる大西洋の意味が強調され， '

I ， 民…，••天 ，土地，動勉に頼る。道徳的。

{^[^農民……顧客の不慮の災言や気まぐれに依存。_̂ 1屈，金銭本位，野，心。

の対比から，アメリ力の農-本主義，道徳的優位，それを守るための農工® 際分業が説かれている。 

ジェブアスンの説明では，非農民の性格は商人のょうに思えるが，それが労働者に転嫁され，大ぽレ 

市の市民一般の非道徳性にまで拡大されている。このょうな農民信頼，非農民不信の感情は，もち 

ろん彼の農業に対する愛j f から発するものだが，後に彼が目にした封建制下のヨーロツパの大都市 

の実情が，その確信を強めたとWえよう。彼の求める共和制ニディモクラスィ は，こうした自由 . 

独立，健康 ♦幸 福 . 愛国的で有徳な農民を基盤にして形成されるのである。

rヴアジニア覚え，J には，もう一 力̂所で農本主義の繰り返しがある。すなわち質問XXII "歳 

入おょび歳出は？" に対して州の財政状況を説明し，平和主義の立場から独軟争後の軍事費削減 

を主張，次のょうな極論を展開する。 '

"またおそらく，戦争の誘因をできるだけ取り去るため，われわれは海样を完全に放棄して

注(27) Jefferson, op. c it‘, pp. 1 6 4 -5 .中屋.訳 296-298 ペイジ。
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しまう方がよいかもしれない。海は，われわれを他の国家と争いあう危険にさらす主な場、所だ 

からである。そして，われわれが欲するものを運んできたり，われわれが他に分けてやれるも 

のを運んでいったりする仕事は，他の国々に任せてしまうことだ。とうすれば， £»— 口ッバの 

国々にとって戦利品となるようなわれわれの財産が海上には全くないのだから， ま一口ッバの 

国々からわれわれが攻撃されるととはなくなるであろうし，わが市民をすべて大地の耕作にふ 

り向けることになるであろう。しかも， もうー虔くり返すが，大地に耕作する者は，最も有徳

でかっ独立した市民なのである。もはや陸上にぱ仕事が見当らないという時が来たら，海の上
(28)

の仕ぎを探すことにすれぱよいであろう0"

これはジフプスンの理想であって，彼自身もこれが実現され免ないことを知っており，"とは 

も、えわがヴァジュアの住民は，実際の習慣から通商に愛着を持っているので，自分たちの力でそれ 

をやハていくことであろう，，と認め，そうなると戦争の危険があるから，敵国の分遣隊に対抗しう 

る程度の小海軍を持ゥことを提案する。しかしできることなら，海運業も廃し，従って軍隊も胸し， 

通商を外国にゆだねて平和な農民共和国をつくりたかったのであろう。

こうして rヴァジニア覚え書J に示されたジ- ファスンの理想国の原型は，艘産物の輸出，工業 

品の生産 . 輸入を外国人にまかせ，高い道徳を維持する農民共和国である。彼の階級概念は不明確 

で，廣民といっても独立自営農，借地農，プランチイシ3 ンにおけるプランターおよび奴謙などが

考えられるが，奴諫制をなくし独立自営農および中位の富農と農業労働者のみの社会が頭の中にあ 

ったであろう。もちろん農業生産を円滑に行うためには商業.工業を全く挑除するわけにいかない 

の で ， 農業に付属する少数の職人と国内商品流通のための商人は許容されるはずである。

このような農民讚美はジ3 1 ファスンだけのものではなく，" p a s to r a lという語は，単に agricul. 

t u r a lと か bucolic (牧歌的）という以上の意味を持っていた。さらに重要なことに’ その語は’ア 

リストチレス, キケロ, ヴェルギリウス, オ'ラティクスなどからアディソンやフランス重農主義者 

たちに至る，西欧思想の長い田園主義的伝統の倫理的理想や生活様式を意味していたのである。" 

"確かに，大部分のアメリカ人は古代ローマの田園主義者につ'/、てほとんど知識もなく’またジェ 

フブスンも体系的な旧園主義の論文を書いたわけではなかった。しかしジュファスンの箸述やアメ 

リ力のさまざまな出版物は，至るところに田園主義的価値観を反映していた◊ ジェファスンめ重要 ’ 

な貫献は，この制値観を，事实上すぺての法律，書饰，行政上め声明文，そして波が新国家のため 

に書いたあらゆる宣言書に纖り込んだことであった。このようにこの価値観が公の政策に生かさ 

れ，永続性と深遠さを持っていた結深:，ジCCフプスンの経歴は，填に巧妙な政治家としてではなく， 

雄大な構想を持った政治家として評侧されることになったのである。当時，ジCCヌプスンの姿が他

注(28) Ibid., p. 1 7 5 ,巾屋訳3 1 3ペイジ。

28(65^)
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トマス♦ ジ沈フプスンの経济思相 ( 1 )

に抜きんでて高くそびえ立ち，またそれ以来今日まで, われわれの国民生活にrジェフプスン的j 

伝統が存続しているのは，ことに由来す(^〉。" ' ,

農民讚美は，ジェブァスンの家業や故郷ヴァジニアの!^化というだけでは'なく，広く農本主義の長 

い伝統の中に彼を位置づけ，さらに文明に朽れたヨ' - 〜バに対する新興アメ V力の素ネトな純粋な 

姿を際立たせるのに効果的であった。それは当時人口の9 割を占めていたアメリ力の農民たちに自 

信と希望を与え，また新大陸に対•するヨーロツバ人の畏敬の念を深めることとなったのである。

rヴァジニア覚え書J が執筆されたのは1781牟であり，80年 代 （青年時代）は農本主義的考えが 

強いととは，次の手紙からもうかがわれる。

1785年 8 月23日， John Jay あて-----

現在われわれには，無数の人民を乍に従事させるのに十分な土地があります。大地を耕 

すものこそ，一̂番貴重な市民です。彼らは最も活気に満ちた, 最も独iz：心の強い，最も徳の高 

い人たちで，しかも最も永続的;i ；組帯によって，祉国とつながりており，祖国の自由と禾0害に 

をロびつけられています。ですから，この大地の耕作という仕事がなくならない限りは，私は被 

らを水夫とか職工（artisan )とかそのはかのどんな職業にも変えさせたくありません。国の内 

外の需要に対してわタ、市民の生産はもとよりわが国の人口が過剰になるまでは，わ力';市民は耕 

作という仕享を見つけ出すこ‘とでしょう。そういう事態はまだ起っていませんし，多分将来も 

かなりの間f e ら,ないと思います。そういう事態になりましナこらすぐに，過剰な労働力を何かは 

かの職染にふり向けねぱなりません。その場合}■こは，私は.多分，過剰労働力を工業よりはむし 

ろ海運業にふり向けたいと思うでしょう。なせ*かと申せば，この二つの社会層の性格を比較し 

てみまれご'私には，水夫の方かもっと貴重な市民に思えるからです。私は職人( a r t i f i c e r s )層は 

悪徳の仲介者であリ，一国の自由を全般にわたづてひっくりかえす道具であると思っていま 

，ここでは農民の次に望ましい市民として水夫が登場する。水夫を有徳とする積極的な理由は示さ 

れていず, 資易商人, 商業資本などについては何も触れられていない。水夫を貴重な市民と認める 

に-してもかなり消極的なことは，同年の次の手紙からもうかがわれる。

1785年10月13日， G. K. van Hogendorp あて—— -

"わが諸州に通商を奨励することの得失について，私がどう考えているかとのお尋ねですが,, 

私自身の気ままな考えを述べるとすれぱ，諸州は通商にも航海にもたずさわらないで,さ一口 

ツバとの関係においては，丁度中国のような-立場にいたらよいと私は思います。われわれはこ 

のようにして戦争を避けるぺきですし，われわれめ® の全市民が朝:作民であるべきです。実際:

'主(29) Ralph Ketcham , From Colony to Country: the Revolution in American Thought, 1 7 5 5 -1 8 2 0  19?ィ 
佳知.晃子雖訳rアメリカ建国の思想j, 261-2 6 2ペイジ。 ，

(30) The Papers o f Thomas Jefferson, edited by Julian P. Boyd, V ol.8 , (Princeton, 1053), p. 42 6 .邦訳はソ. 
ル . K. *バドーグプ 一 富 W處巧訳 I■ジ; プァツンの民主主義思想j, 7 7 -78ペイジにある。

— 2 % 6 3 7 )  ■
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にわが国の人口が非常に増加して，その結果わが国の農業生産が，それを求めにくる国々の市 

場で供給過剩と，なるほど増大した時には，農民はそのあまった時間を工業に使わねばならない 

力、， もしくはわれわれの過剰な労働力が工業ないし胞連業に雇われねぱなりません。 けれど 

も，その日は遠い将来のことだろうと思います。ですからわれわれは， 3 — 口ッパが原材料や

食糧品ざえもアメリ力から輸入している間は，われわれの工業労働者（w odm ien)をヨーロツ

(31)
パに長くとどめておくべきです。"

ここでは商業も海運も外国にまかせた国民皆農論が強力に說かれ，農業生産が外国市場において 

供給過剰となった時に初めて過剰労働力を工業と海運業に向けるという認識である。

こうした農本主義を掲げたままウォシントン大統領下の国務長官となり，工業主義者で北部の金 

融資本の代弁者ハミルトンと争ってのち故郷の農場に引退したジェファスンは， 2 年ののち再び中 

央政界に引き出され1801年には大統領となった。しかし大統領r なっても農本主義を抱き続けたこ 

とは，クCの就任演説において，公約の一*つとして"農業およびその侍女と‘しての商業を振興するこ 

| ：3ジを掲げたことによってもわかる。もちろん国政の責任者として，工業を無視することは許され 

ず， "農業，製造業，商業および海運業は，われわれの繁栄の4 本の柱であり，最も自由に個人企 

業に委ねられたときに最も活動的になネ" '（第一次年頭教書， 年) , " 農業者，製造業者，商人およ 

び海運業者の利益は非常に密接に結びついているので,，それらすぺてを正しく均衡させておかねば 

ならiSさ（L ithgowあて，teo5年）と説かれてはいる。しかし大統領職にあった1804年 2 月 1 日に経済 

学 者 Jean B. S a y にあてた彼の経済論は，依然として次のようなものであった。

"わが国とヨーロッパの古い国々との環境の違いから，政治経済学の諸問題において論証の 

基礎となる事実の違いがあります。……例えば，ヨーロッバでは食糧の量は固定しています。 

あるいは緩慢に算術級数的にしか増加していません。 ." …ところがアメリカには，巨大な面積 

の未耕作の肥沃な土地がありますから，働くものは誰でも若くて結婚でき，幾人でも家族を養 

うこみできます。そこで, わが国の食糧は，われわれの働き手の数に比例して幾何級数に増加 

しますから，わが国では，出生がどれほど増えても大丈夫だということになります。

また，ヨーロッパではサク働力の最もよい配分は，工業労働力を廣業労働力と並存させること， 

つまり，そのようにして，一方が雨方に丧糧を供給し，他方がまた両方r 衣類その他の生活用 

品を供給することだ，と考えられています。わが国でもそうするのが一番よいでしょうか？ 

利己心や-^寸見た目からe えぱ，いかにもその通りだと言えます。それとも，わが国の働き手

法( 3 1 ) 7ろ/ん P, 6 3 a 前掲訳78ペイジ。

(32) Thomas Jefferson on Democracy, selected and arranged w ith an introduction by Saul K. Padover 

(N. Y‘，1939), p. 3 3 .赏 11^31ペイジ◊
(33) F irst Annual Meesage, ibid., p p ,158-9,
(34) IbicL, p. m .

~~—' 30C.6 3 S ')-----
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ス • ジェプアスンの経済思想(1 )

かみな農業に従事した方かもっとよい で しょうか？ この場合には，2 倍も3 倍もの肥沃な土 

地か耕fドされるしとになるでしょうし， 2 倍も 3 倍もの食糧の生産が新しく行われて，その余 

剰はヨーロッパに運ばれ，現在飢えのため死んでいく赤ん坊を養い，その人たちが大きくなっ  

て，われわれに衣類その他の生活用品を製造して，食糧と交換にわが国に送ってどることにな 

るでしょう。道徳はとの方に耳をけますし，また自然の法はわれわれの義務と利害をそのよ

うにきちんとつくっているのです。  この問題を解決するに際して，われわれは，工業に従

事する人よりも農業に従事する人の方が道徳的にも肉体的にもよJ)優力ているという点を，正 

当に重視せねぱなりません。職務上，私はただ問題を間うことだけしか許されません。たとえ 

私か# 考資料を持っておりましても，職務上この問題に解答する場合ではありませふご〉" 

このように彼の国民皆農論は, 国民経済上の利益からではなく，世界経済上の利益と道徳上の視 

点という二重の観点から主張されているととが，改めて確認されなけれぱならない。農民の道徳的 

慑位についてはすでに見たところであるが，ことで彼の各階級および職業に対する考えを例示して 

みょぅ。 ：

農民

"勤勉な農民は，自分の家柄を鼻にかけ誇りぱかり高くて働かず，他人の労働の余剰~— そ

れは救いなき貧者の神聖な基金なのですがー… に寄食するととによって惨めな生存を長びかせ

ている怠惰なのちくら者よりも……人間の等級においてはもっと高貴な地位を古めていま')̂  

(D e M eunier あて，1786年）

"農業階級は有用性においては第1 位に位する階級であり，また第1 に尊重さるべき階級で 

す。 …農業はまさしく第一級の科学です。農業は，その侍女め中に，化学，物理学，工学 .

' 数学 . . 博物学，植物学のような，最も尊敬に{直する科学を数えることができます。あらゆる專 

門学校，大学において，農業の講座とその科の学まが，第 1 位の名誉を与えられてもよさそう 

なものです6" (David W illiam sあて，1803年11月24H)

商人： '

"商人は祖国を持たないのです。商人には，自分が立っているというだけの場所は，儲けを弓I 

き出す源泉に対するほどの強い愛情を感じさせないので'す)0 " (H. G.Spaffordあて，M14年3 月17日） 

僧 侶 ：
. . .  ' ‘ . . 、"-• .

"僧侶はどこの国でもどの時代にも，自由の敞でありましすこ。.僧侶はいつも専制君主と同盟

して，自分自身を保護して，もらう代りに君主の権力濫用をそそのかしているのです。 •^ゃ権力

注(35) Ibid, pp. 7 0 -7 1 ,富HI訳80ペイジ^
(36) I b id .富旧訳92ペイジ。

(37) Ibid., p. 8 9 .富111訳103ペイジ。

(38) Ibid, p. 8 4 .富[II訳97ペイジ。
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ほ，君主と結びついた方が，それを受けるにたるだけの価値のあることをするよりも，もっと容 

易に獲得できます。そとで僧侶たちは，これを効果的に行おうとして；これまで人間に説かれた 

うちで最も純粋な宗教をねじまげ，人類の誰にも理解できない，した5̂ ';って彼らの目的には一^

層安全な道具である，神的教義やわけのわからぬ言葉にすり換えてしまっナこのですo’ （同上）

法# 家 ：

* "法律家たちは，母国イギリスでは，一般に彼らの憲法の自由な原理の最も強い支持者でし 

た。しかし母国でも彼らは変ってきています。この原因の大ギは，基本的箸作とみなすものを 

わが コ ー ク卿からプラックストンに変えたことにあると私は思っています。事実，フラッ夕ス 

トンとヒュームの書は，全イングランドのトーリ党員をつくりましたし，また，自らの生れつ 

きの独立の感情よりもヒュームとかプラックストンのようなずるい跪-:^に優位を与えている若 

いアメリカ人たちのトーリ党員を，つくりつつありま，す。.‘，，，.
私は，武力攻撃を受けてもわが同の自由はびくともしないと思っていますか，イギリスの書 

物や，イギリスの偏見や，イギリスの習慣や，またわが®の専門職人（professional crafts) の

中に，それを猿まねする人や，それにだまされやすい人や，陰謀をたくらむ人たちを沢山眼に 

7 また身に感じてきて，その方が武力の攻撃よりも恐しいと思っています。このような誘惑に 

対抗する保障を求めて自分の身辺を見廻しますと，私は，わが農業市民の広範な存在の中に， 

すなわち，必要とあれば，わが国の都市のヒューム主義者たちを粉碑して.，. われわれかイギリ. 

スから分離したあの諸原理を維持する，わが農業市民の純朴な精神, 彼らの独立心，彼らの力 

の中に，それを見いだすのです。" （同上)

金融資本家：

"われわれは，現在銀行紙幣の氾灌によって，以前の大陸紙幣の場合と同じように，破減に 

ひんしています。個人の財産におけるとのような逆転が，貪欲な投機家たちの思いのままにさ 

れねぱならぬというのは悲惨なことです。とウ投機家どもは，資本をいくらか持っております 

レ，それを工業や商業やそのほかの有益な仕ま に̂用いないで，財産のあらゆる交換を，彼らの 

許欺的な儒れ手で栗の利潤を獲得する手段としているのです》 （T. Cooperあて，1814年 1 月16

日）

ジファスンの他階級に対する反感にはやや誇張があり，特に公職を離れていた時には極端論を 

展開したようだ。しかし彼が廣業に特別な愛着を持っていたこと，貨幣迫求欲，独占，非生産的に 

して有害な大银行などに強い敵意を持っていたこと，労働者階紙に対しては未熟な考先しか持つて 

いなかクたととは確かである。

(経済学部教授）

法(39) Ibid., p. 7 7 ,窗由訳89ペイジ。

‘— 32(^40)
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